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9Be／clay（ppm）
第1図　川原田遺跡出土縄文土器の胎土のベリリウム濃度（9Be）と10Beの関係
　　　　図中の番号は第1表の番号欄の数字に対応する。
が右上に外れて位置しているが，上述したように1°Be／9Be比からは左下のグループと有意な違いは
ない。一方，b．に属する9はグループから上方に外れ，明確に区別することができる。またグル
ー フ゜の左下に外れる数点（33，39，40）の1°Be／9Be比はやや異なった傾向を見せ，違うグループに
分類できるように思われる。
　在地系と目される土器は，特殊な形状のものも含めほぼ中央のグループに含まれる。ただしc．
に属する32は’°Beの付加を受けているように見える。特徴的なのはe．に分類した外来系土器で
あり，多くが中央のグループから外れて分布している。
　以上の傾向は，焼町類型，勝坂式を含む在地系の土器は堆積環境の似通った粘土が胎土に用いら
れていることを示唆するものである。一方，異なった堆積層からの採取が予想される外来系土器の
胎土は，ベリリウム同位体により異なったグループとして区別できる可能性がある。
　本稿と同じ土器について，水沢氏は胎土中の岩石，鉱物情報に基づいた分類を試みている。土器
形式の場合と同様に，分類ごとの図中の位置を示した（第3図）。該当する試料数の多い群のべリ
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第2図 川原田遺跡出土縄文土器の形式とベリリウム同位体の関係
分類a。～e．は本文を参照。
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第3図　川原田遺跡出土縄文土器の岩石，鉱物組成とベリリウム同位体の関係
　　　　分類は本報告書中の水沢論文「岩石・鉱物からみた素地土採集領域」（P237～265）を参照。
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リウム同位体は図中の中央に位置し，一つの大きなグループを形成している。一方該当数の少ない
例外的な岩石，鉱物組成を持つ試料のベリリウム同位体は，やはり特徴的な値を示している例が多
い。ベリリウム同位体が粘土の起源と結び付けられるのに対し，岩石，鉱物組成は混和材の情報を
包括している。今回異なる方法によるグルーピングが類似した傾向を示したことは，土器の胎土お
よび混和材の起源について有意な束縛条件を与えうるものとして注目できる。
まとめと展望
　長野県川原田遺跡出土の縄文土器43点の胎土のベリリウム同位体を測定した。ベリリウム濃度
と1°Be濃度の関係から，焼町類型，勝坂式を含む在地系土器は1つのグループを形成し，他方外来
系土器はグループに属さない特徴的な値を示すものが見られた。例外的な岩石，鉱物組成を持つ試
料もやはりグループに属さない例が多い。土器胎土のベリリウム同位体は，材料となる粘土の起源
を推定する手がかりとなる可能性がある。
　今後，外来系土器にも注目し，測定対象を川原田遺跡外に広げることでベリリウム同位体による
グルーピングの精度を高めていく予定である。また岩石，鉱物情報と連係させて胎土の採取地に関
する束縛条件を絞り込んでいきたい。
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Beryllium　Isotopes　Study　of　Middle　Jomon　pottery　from　the
Kawarada　Site
S㎜OTO　Min－d　I㎜⊇ineo
We　have　inves6gated　beryllium　isotopes　in　clay　materials　of　Middle　Jomon　pottery　from　the　Kawarada
site，　Nagano　Prefecture，　Japan，　and　compared　with　thek　typology　and　mineralogical　information．
　　It　is　known　that　sedimentary　clays　are　enriched　in　loBe，　an　isotope　of　cosmic－rays　interaction　with
atmospheric　nitrogen　and　oxygen．　Its　content　in　clays　reflects　the　sedimentary　condition　in　which　the
clays　were　formed．　On　the　other　hand，9Be，　the　stable　isotope　of　beryllium，　is　contained　in　diverse
rocks．　The　content　of　gBe　reflects　the　geology　of　the　source　site　where　the　clay　is　o亘ginated．　Thus，　the
pair　of　loBe－9Be　provides　a　possible　means　of　discriminating　the　provenance　of　the　pottery　from　the
others．
　　Distribution　of　the　gBe　and　loBe　contents　in　the　Kawarada　pottery　samples　indicates　an　existence　of
alarge　group，　which　consists　of　ca．70％of　the　pottery　investigated．　It　is　found　that　almost　all　samples
of　this　group　are　classified　into　5　major　and　sub－major　groups　of　the　total　l　l　mineralogical　groups
given　by　Mizusawa　in　this　report．　It　is　noted　that　all　the　samples　with　typologically　non－local　origin　and
50ut　of　6　minor　mineralogical　groups　given　by　Mizusawa　are　positioned　outside　of　the　main　grouping
of　beryllium．　These　facts　should　be　useful　in　discussing　the　way　of　pottery　production　such　as　clay
sources　and　the　possible　addition　of　minerals，　and　thek　mutual　transportation　between　archaeological
sites　in　the　Middle　Jomon　Period．
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